






























































































































































































































































































目すべきは、近藤や今西が養蚕試験の助手を行っている点であ 。元々は製糸伝習のために内山下町の製糸場に入場した 、新宿試験場では養蚕試験にも関係していることから、新宿試験場にて実施された一連の養蚕・製糸試験は、養蚕と製糸の一貫した伝習が行なわれてい 可能性を指摘することができる。佐々木は養蚕試験だけでなく、製糸試験の監督も務めていたわけであるから、製糸伝習者から優秀生徒を引き抜いて養蚕の助手にしたことも考えられるが 製糸伝習は元々教師 なるための人材育成を目的としたため、養蚕を経験させていたことも十分 考えられるのではないだろうか。　
また、表２の通り養蚕試験に参加した者はその後、農商務省の技手だ










時代に区分できる。すなわち、①蚕病試験場時代（明治十七～ ） 、②蚕業試験場時代Ⅰ（明治二十～二十二年） 、③蚕業試験場時代Ⅱ（明治二十三～二十九年三月）である。　
①は、主として微粒子病などの遺伝的原因で起こり得る蚕種蚕病につ

























































めていることが分かり、明治二十年代に入り、蚕業教育が重視・整備されていく中で、植物学や農学分野を修 した者が重用されていったことが分かる。同二十五年以前に勤務した者は、蚕業試験場勤務の継続性はなく、講義などの伝習担当者であった。蚕業試験場が蚕業伝習機関として伝習課程の難易度を上げるにあた 蚕業 専門性をかわれたというよりは、理科的一般教養 教授するために抜擢された可能性が高い。同年以降、専門分野重視のため、試験主任と伝習担当者は固定されていった。　
一方、研究試験主任兼伝習教員として長期にわたり勤務していた者に
は、松永や高橋がおり 彼らはいわゆる学位保持者ではない叩き上げの技術者であり、稀な存在であった。さらに、明治二十五年以降 研究試験の補助員には蚕業試験場卒業者や新宿試験場出身の北山 抜擢され、その後各地の蚕業伝習所に勤務した。　
蚕業試験場内の制度や組織の変化に呼応する形で、中央蚕業技術者は


































































者が入省してくる中で、松永や高橋などいわゆる叩き上げの技術者は希有な存在であった。松永らは、研究試験と伝習業務を兼務していたが、伝習業務においては主として実習 であり、知識だけでない 地のノウハウを評価されて長らく中央蚕業技術者として採用されていたことが分かる。しかし、給与体系の昇進速度は高等教育機関出身者に 及ばなかった。　
最後に、中央養蚕技術者の業務について言えば、本稿で取り上げた研




























































高橋孚人 ― ― ― （







































國司昌 山口 ― ― （（
荒木定信 東京 ― ― （（
三林健次郎 石川 ― ― （（
岡島正嘉 石川 ― ― （（










田邊彌平 石川 ― ― （8
村田直江 石川 ― ― （9
氏家文彌 千葉 ― ― （0
高桑貞次郎 石川 ― ― （（
吉田平三郎 堺 ― ― （（
萩原 石川 ― ― （（















































氏名 出身府県 職歴 在職期間・担当年 備考
蚕業試験
場卒業者









片山荘治 福井 M（9静岡県立養蚕伝習所 M（（試験手伝 M（0卒業 （
保坂玄吉
（土屋泰）
































白井兼蔵 愛知 ― M（（試験手伝 M（（卒業 （（
矢島善四郎 群馬 M（9青森県立養蚕伝習所 M（8試験手伝 M（0卒業 （（
高橋元助 福島 M（9生糸検査所八等技手 M（8試験手伝 M（（卒業 （（
田中憲之 佐賀 M（9青森県立養蚕伝習所 M（8試験手伝 M（（卒業 （（
高橋雅之助 岐阜 M（9広島県養蚕伝習所 M（8試験手伝 M（（卒業 （（
倉持亀吉 茨城 M（9広島県養蚕伝習所 M（8試験手伝 M（（卒業、旧姓箱森 （8
渡邊源太郎 山梨 東京電灯会社社員 M（8試験手伝 M（（卒業 （9
伊藤恒三郎 福井 ― M（8試験手伝 M（（卒業 （0




















































































































北垣保 鳥取 M（0～（（農商務省技手 M（（ M（0卒業、農学士 （（














































































東京 表２参照 M（（試験手伝 （（







































































































M（0 M（（ M（（ M（（ M（（ M（（ M（（ M（（ M（8 M（9
蚕学（蚕業沿革/蚕
体生理/蚕体病理）
－ 練木喜三 練木喜三 練木喜三 － 練木喜三* 練木喜三 練木喜三 － －













練木喜三 － 芝山宗太郎 芝山宗太郎 芝山宗太郎 － －
蚕体解剖実習 － － 芝山宗太郎 － －
物理学 － 田原休之丞 本多岩次郎 横井時敬 － 大林雄也 大林雄也 大林雄也 － －
化学 － 美代清彦 大林雄也 澤野淳 － 本多岩次郎 本多岩次郎 本多岩次郎 － －
動物学 － 小野孫三郎 － 芝山宗太郎 内山定一 二宮鶴松 － －
植物学 － 田中節三郎 田原休之丞
本多幸介、
横井時敬
－ 本多岩次郎 内山定一 田中延次郎 － －
桑樹栽培論 － 澤野淳 － 田原休之丞 本多岩次郎 本多岩次郎 － －
土壌論 － － 田原休之丞 本多岩次郎 本多岩次郎 － －
肥料論 － － 田原休之丞 本多岩次郎 本多岩次郎 － －
製糸法 － － 高橋信貞 高橋信貞 高橋信貞 － －
蚕体解剖論 － － 佐々木忠二郎 佐々木忠二郎 佐々木忠二郎 － －
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 『農務局主管校場所沿革概略』 （太政官、一八七九年） 。内藤新宿試験場の設立過程については、國雄行「内務省勧農局の政策展開
 内藤新宿試験場と三田育種
場
 一八七七～～一八八一年」 『人文学報』 （五一二―九号、二〇一六年） 、同「内
務省勧業寮の成立と勧農政策」 （ 『人文学報』四四五号、二〇一一年） 、小幡圭祐『井上馨と明治国家建設―「大大蔵省」の成立と展開―』 （吉川弘文館、二〇一八年）参照。
（
（）






 友田清彦「内務省期における農政官僚のネットワーク形成 （ 『農村研究一〇四号、二〇〇七年） 、同「内務省期の農政実務館慮と勧農政策の展開」 『農村研究』一〇六号、 〇八年） 、小幡圭祐「明治初年内務 の 末端官僚―吉田健作日記にみる―」 （ 国史談話会雑誌』五二号、二〇一一年）など。
（
（）






 三好信浩『近代日本産業啓蒙家の研究』 風間書房、一九九五年） 、同『日本女子産業教育史の研究』 （風間書房、二〇一二年） 。
（
8）






 『東京国立博物館百年史』 同館、一九七 年） 。
（
（（）




 「博覧会事務局ヲ博物館ト改称シ本省ニ属ス」 （明治八年三月三十日） 『太政類典・第二編・明治四年～明治十年・第十五巻・官制二・文官職制二』 。
（
（（）
 前掲『東京国立博物館百 史』 。
（
（（）









 「四ッ谷内藤新宿勧業寮試験場水車ヲ設ク」 （明治八年七月十三日） 『太政類典・第二編・明治四年～明治十年・第百五十二巻・産業一・農業一』 。
（
（8）






 『旧勧業寮第一回年報撮要（明治九年） 』 （内務省勧農局） 。
（
（（）
 前掲『旧勧業寮第一回年報撮要』 、 『勧農局第二回年報 十 ） 』 （勧農局）『勧農局第三回年報（自明治十年七月
 至同十一年六月） 』 （勧農局） 、内務省勧






 「養蚕史」 『日本蚕糸業史』第三巻 同会、一九三六年）七頁。
（
（（）








































































 前掲『東京高等蚕糸学校五十 史』四一頁 前掲『本多岩次郎先生伝』六〇頁。
（
（（）
 『大日本蚕糸会百年史』 （大日本蚕糸会、一九九七年）および彦根正三編『改正官員録』 （博公書院、一八 一―一八八四）によれば、明治一九年以降二四年まで、農務局における技師は練木喜三と岡毅のみである。
（
（（）






によれば、明治一九年に奏任 は帝国大学出身者か試験合格者から任用されることとなる。さらに、明治二六年の文官任用令制定後も技術官の採用 従来の試験委員会による銓衡任用が続けられた。 これが明治三 年の同法改正により、奏任官の技術官は一般勅任官への道が閉ざされ、大学教授や技師が行政官として勅人ポストへ就けなくなり、技術官中心部局の長も法科大学卒業者 占め、昇進が事務官より遅く った とする。
（
（9）
 『法令全書（明治一九年上） 』 （内閣官報局、一八八六年） 。
（
（0）
 『法令全書（明治二一年） 』 （内閣官報局、一八八八年） 。
（
（（）
 『法令全書（明治二四年） 』 （内閣官報局、一八九一年） 。
（
（（）
 前掲『法令全書（明治二四年） 』 。明治二四年勅令第八二号は明治二五年勅 第九六号「高等官官等俸給令」が出されたことで廃止。同二六年～二八年における技師の給与体系にはこちら 適用される。
（
（（）
 加藤伸行「明治中期西日本地域における養蚕伝習所の活動と養蚕 」 （ 『歴史と経済』第五六巻一号、二〇一三年） 。
（日本女子大学
　
学術研究員）
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C
entralsericultureengineersduringtheearlyM
eijiperiod
T
SU
C
H
IK
A
N
E （
D
O
I ）K
azuko
［
A
bstract ］
In
th
eM
eijip
eriod
,th
efirstcen
tralg
ov
ern
m
en
t
sericultureexperim
entstationw
astheN
aito-ShinjukuE
xperim
ent
StationoftheInteriorM
inistry,startedin（8（（inY
otsuya.T
he
follow
in
g
y
ear,（8（（,atth
eU
ch
iy
am
ash
ita-m
ach
iS
ericu
ltu
re
E
x
p
erim
en
tS
tation
alsou
n
d
erth
eIn
teriorM
in
istry
,sericu
ltu
re
experim
entsandeducationandtrainingw
ereinitiated.T
hisw
ork
w
asm
ovedtotheShinjikuE
xperim
entStationin（8（（.T
hisStation
solicited
train
ees,an
d
p
erform
ed
silk
w
orm
raisin
g
,sericu
ltu
re
experim
ents,andrelatedtraining.
T
h
u
s,d
u
rin
g
th
em
od
ern
h
istory
ofth
esericu
ltu
rein
d
u
stry
,th
e
ShinjikuE
xperim
entStationw
asthesitew
heretraininginsilkw
orm

raisin
g
an
d
sericu
ltu
rew
asp
erform
ed
.T
h
isS
tation
,th
erefore,
pioneeredsericultureindustryeducationviaitstrainingofstudents.
P
ersonsw
hohadbeentrainedattheShinjikuE
xperim
entStation
w
eresubsequentlyem
ployedascentralsericultureengineers,active
attheIm
perialSericulturalE
xperim
entStation(undertheM
inistryof
A
gricultureandC
om
m
erce)andatraw
silkinspectionoffi
ces.Inthis
w
ay,governm
ent-authorizeddirecttrainingw
asperform
edatthe
S
h
in
ju
k
u
E
x
p
erim
en
tS
tation
,an
d
train
ed
sericu
ltu
reen
g
in
eers
carriedontheprofessionelsew
here,givingthisStationapivotalrole
inthem
odernhistoryofthesericultureindustryinJapan.
A
ftertheclosingoftheShinjukuE
xperim
entStation,thenextfacility
w
astheSilkw
orm
D
iseaseE
xperim
entStation.W
iththeestablishm
ent
ofth
eIm
p
erialS
ericu
ltu
ralE
x
p
erim
en
tS
tation
(M
in
istry
of
A
gricultureandC
om
m
erce),experim
entalresearchonallaspectsof
sericulturebeganin（88（.T
rainingalsoshiftedfrom
thecentral
concernofsilkw
orm
diseasestocoveringallaspectsofsericulture.
R
egardingexperim
entalresearchw
orkperform
edattheIm
perial
Station,theD
irectoroftheStationinm
ostcasesalsow
ork
edas
arainer,andsericultureexperim
entcentergraduatesparticipatedas
research
assistan
ts.A
sforth
eteach
in
g
an
d
train
in
g
w
ork
,th
e
ov
erw
h
elm
in
g
m
ajority
oflectu
recou
rseteach
ersw
ered
eg
ree
holders,thelargestnum
berfrom
theK
om
abaA
griculturalSchool,
follow
edbytheIm
perialU
niversity.
M
u
ch
p
riorresearch
on
cen
tralen
g
in
eersd
u
rin
g
th
eearly
M
eiji
periodhasfocusedontheindustrialsector,andabundantstudieshave
regardingtheagriculturalsectorhavebeenconducted,especiallyin
regardstogovernm
entagricultureoffi
cials,experiencedfarm
ers,and
thelike.A
sforthesericultureindustry,asalm
ostnooneintheM
eiji
governm
enthadknow
ledgeofsericulturetechniques,therew
asm
uch
relianceonlocalandregionaltechnologicalcapabilities.R
egional
sericulturalistsw
erealsoinvitedtoperform
actualsericulturew
ork
w
ithintheInteriorM
inistry’sSericultureE
xperim
entStation.T
he
term
“sericultureengineer”w
asnotgenerallyknow
nintheearly
M
eijiperiod.
T
h
isp
ap
erfocu
seson
ex
p
erim
en
talresearch
an
d
ed
u
cation
an
d
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明治前期における中央蚕業技術者
trainingperform
edattheN
aito-ShinjukuE
xperim
entStationandat
theIm
perialSericulturalE
xperim
entStation(M
inistryofA
griculture
andC
om
m
erce)from
theperspectiveoftheeducationandtrainingof
centralsericultureengineers.Itdescribesthepeopleinchargeof
related
w
ork
atth
esestation
sw
ith
th
eaim
ofid
en
tify
in
g
th
e
characteristicsofengineersw
hocontributedtothedevelopm
entof
them
odernsericultureindustryinearlym
odernJapanesehistory.
［
K
eyW
ords ］
SericultureE
xperim
entStationattheU
chiyam
ashita-
m
achi,N
aito-ShinjukuE
xperim
entStation,SericulturalE
xperim
ent
Station,sericulture,sericultureengineers
